
















2 点×10 

1500     ウ      オ 

10     イ      エ 

カ     積乱雲(入道雲も可)     ア 

イ     エ      37      6.4 

49 

20.0℃ +
଺ଶ.଻℃ିଶ଴.଴℃

ହ 分
× 7 分 = 79.78 ≒ 80℃     80 

52℃ − 20℃ = 32℃ 32℃ = 16℃ ×
ସ଴ୡ୫

଼଴ୡ୫
×

ଵ଴଴୥

□୥
 25 

20.0℃ + 25.0℃ ×
ଵ଴଴୥

ସ଴଴୥
×

ସ଴ୡ୫

ହ଴ୡ୫
×

ଵ଴ 分

ହ 分
= 30℃     30 

実験 4 の電池 5 本を基準に考えると 

実験 3 のニクロム線 40cm のときを基準に考えると 

30℃温度が上がればよい。 

電池 4 本使うとすると，実験 2 の 200g の場合より 

30℃ = 21.3℃ ×
ଵ଴ 分

ହ 分
×

ଵହୡ୫

□ୡ୫
      □=21.3 

4 

21.3 (他に 1 本-1.3cm，2 本-5.3cm，3 本-12.0cm，5 本-33.3cm なども正答) 

④ 

温度が高くなるほどとける量は少なくなっていく関係 ウ  オ 

水に気体を通し，BTB 液を加えて黄色くなった方が二酸化炭素。 

石灰水に気体を通し，白くにごったほうが二酸化炭素。  など 

(順不同) 

100cmଷ：38cmଷ = □：95 □=250    250 
グラフより 100g の水に 60g とけるので 

଺଴ ୥

ଵ଴଴ ୥ା଺଴ ୥
× 100% = 37.5 ≒ 38%  38 

エ        エ        ア 

蒸発する面積を大きくすることが出来るから。 

2 点×10 
2 点×10 



  

 呼吸      光合成       オ 

イ     イ    ウ       エ 

エ 

鉢 C の実験において，暗期の途中で 1 時間程度の短い時間段ボール

を外して光を当てる。これによって連続した暗期が 9 時間よりも短

くなるが，合計の暗期は 9 時間以上になるようにする。 

つぼみがつくられない。 

太陽に向けた天体望遠鏡を直接目でのぞきこむこと。 

問 1～問 7：2 点×7  問 8，問 9：3 点×2 問 1①，③，問 2A，B：1 点×4  問 1②，問 3，問 4：2 点×3 

2 点×5 

黒点部分の温度が他の部分の温度よりも低いから。 

太陽は自転していること。 

ア       ウ 

72       g/cm3      酸素 

ア     カ 

1 秒あたりに何 m 移動するかを表す値。 

イ 


